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飼育係は、空軍パイロットに次いで、 

危険な職業第2位？ 
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『動物園は進化する 
          ――ゾウの飼育係が考えたこと』 

 ◆「はじめに」より◆ 

  

 ゾウを扱う飼育係の安全を考え、ゾウにとっても最適な環境を整

えて飼育することでゾウ本来の行動が見られるのではなかろう

か。（中略）そうすれば未来の動物園でもゾウを見られることにつ

ながるのではないか、私たちはそう考える。 

 

 ◆目次◆ 

 

 はじめに  

 第１章 ゾウとはどんな動物か 

 第２章 人間とゾウの歴史   

 第３章 ゾウの飼育法は変わってきた  

 第４章 新しい飼育法  

 第５章 ゾウと動物園  

 あとがき  

頭が良く、優して力持ち、というイメージのあるゾウだが、実はとても

獰猛な面も持ち、動物園のゾウの飼育係の殉職事故は今もあとを

絶たない。そのため、ゾウ係は極めて危険な職業と称されている。 

永いキャリアを持つ、2人のゾウの飼育係が、その現状を変えるた

め、新しいゾウの飼育方法を編み出した。町の真ん中で、ゾウと人、

両者の幸福を実現しながら安全に共生する方法とは？その試行錯

誤を通して、あらためて「動物園とは何か」「ゾウをわれわれが飼うこ

と」の意味を問う。 

東京・多摩動物公園や今年新しくお披露目となった札幌・円山動

物園のゾウ舎を始め、世界の多くの動物園でも実施されている、新

しいそのゾウの飼育法を、どこよりも詳細にわかりやすく紹介する。 

 

動物園は、なんのためにあるのだろう？ 


